
№
担当
内線

１ － ２ － ２

令和 3 年度 ～ 4 年度 2,723 千円

歳出科目：09.05.01.04.52
千円

633 千円

市費
633 千円

国費

0 千円

県費 令和元年度 令和２年度 令和３年度 単位

0 千円 ― ― ― 輌
― ― 31 輌

その他
0 千円

245 千円

令和３年度 単位

実績値 12 輌
目標値 31 輌
実績値

目標値

実績値

目標値

大きい ある
ある ※対象・手段の変更

ない
⑧受益者負
担適正化余
地

ない

主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
で
活
用

観点別評価

必要性 有効性

大きい

②市民ニーズ 高い ⑤成果向上の余地

改善推進

第９回はんだ山車まつりが令和４年度から令和５年度に延期となったため、山車の撮影を期
限ギリギリまで行い、最新の情報を反映させたガイドブックを作成することで、半田の誇る
山車文化の発信を行います。
また、カメラマンを複数確保するなど急なスケジュール変更にも撮影が可能となるよう準備
を行うとともに、次回ガイドブックの作成に向けた、掲載内容、手段等の見直しについて検
討を行います。

Ｄ
決算額 得られた成果

⑥類似事業の有無

妥当 ④上位施策への貢献

課
題
の
整
理

⑦コスト
削減余地

Ａ
課
題
解
決
に
向
け
た

今
後
の
方
向
性

評
価
項
目
（
決
算
時
に
作
成
）

令和３年度は、４月から５月までの春祭礼の期間で、乙川地区を除く９地
区27輌、３月の乙川地区の春祭礼の期間で４山、計31輌を撮影する予定で
したが、新型コロナウイルスの収束がみられず、山車の組上げ等を行った
12輌について撮影を行いました。

得
ら
れ
た
成
果
と
実
績

値

成果指標

山車の写真撮影数

Ｃ

事業の
評価・課題

B
新型コロナウイルスの収束が見られず、山車の組上げを行わない組が多くあり、当初
の予定どおりの撮影を行うことができませんでした。
撮影には、山車の組上げ、曳き廻し、方向転換等を山車組関係者に行ってもらうこと
が必要であり、人手が確保できる祭礼前の組上げ、祭礼後の解体時等限られたタイミ
ングしか撮影の機会がありません。
また、祭礼が同じ日程に重なり、組上げ、解体自体も重なることから、撮影の機会が
限られることにもなります。天候やコロナ禍のように山車組や市では変えようのない
事態が発生すると撮影の機会が無くなってしまいます。

効率性
①市の関与の妥当性

③休廃止の影響

今後の事業
の方向性

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

Ｐ
総合計画： 単位施策： 文化の振興と継承

予
算
見
積
書
で
活
用

半田の誇る山車文化を伝承していくためには、山車ガイドブックを作成
し、半田の山車の文化的価値と素晴しさを定期的に発信していく必要があ
ります。

財源内訳

総
合
計
画
と
の
関
係
性
と
予
算
根
拠

３か年実施計画（当該年度事業費等）： 600

事業概要等

事業概要：

本市の誇る貴重な文化財である山車について広く市内外へ紹介す
るため、令和４年度に開催の「はんだ山車まつり」にあわせて山
車のガイドブックを作成します。
令和３年度から令和４年度までの時限事業であり、令和３年度は
ガイドブックに掲載する山車の写真を撮影します。

事業目的：
山車ガイドブックを作成し、精緻な彫刻、絢爛豪華な刺繍幕等を
紹介することで、半田の誇る歴史や文化を広くＰＲします。

目
標
項
目
（
予
算
計
上
時
に
作
成
）

全体事業期間： 全体事業費等：

会計 一般会計

事業内容：
山車ガイドブックに掲載する山車の写真撮影及び令和４年度の印
刷製本に向けた掲載内容やデザインについての調整を行います。

問題点・
課題等：

本市には、数や装飾において全国に誇れる山車がありますが、知
名度は未だ十分とは言えない状況にあり、山車文化を広めるため
の更なる発信が必要です。

予算額 主要事業とする理由

得られる成果

山車文化の発信を強化することで、多くの人に山車の文化的価値を知って
もらうことや、愛着をもってもらうことができ、保存継承の必要性を伝え
ることができます。

目標値や目指すべき状態

山車の写真撮影数
実績値

令和４年度(令和３年度実施事業分)主要事業評価シート 34-3

PDCA 主要事業名 山車ガイドブック作成事業 部課名 教育部博物館
佐々木
23-7173


